



















































































































最大比流量 最大ユO分雨量 最大時間雨量 最大3時問雨量 連続　雨　量
（22日22時一23日24時）
㎡／s／k前 ㎜／ユOmin ㎜／h ㎜／3h ㎜
15．5
浜田ダム流域 9．4 73．9 147 393
（93㎜／h）
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図5
Fig・5
到達時間流出率と累加雨量の相関曲線の函数近似
Approximations　to　the　re1ation　cuエves　between　Runoff　Coef－
ficients　and　Accumu1ated　Rainfa11
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図6
Fig・6
合理式による流出高の推定
Runoff　simu1ations　by　Rational　Formula　using　the
Runoff　Coefficients　are　expressed　as　a1inier　function
of　the　Accumu1ated　Rainfa11
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昭和58年7月山陰豪雨時の洪水流出の特徴一中根
5．結　　論
　ユ983年7月島根県西部に起った豪雨を対象に豪雨時の洪水流出の変化を研究し以下の結論
を得た．
川　ユ0分雨量時系列を一定時問で移動平均する，即ち降雨時系列中の高周波成分を単純な手
　法で平滑化すると，得られた時系列は流出高時系列に良く似て来る．この移動平均降雨時
　系列が最も流出高時系列に似る時の移動平均時問を合理式における洪水到達時問と仮定す
　ると，流出係数は比較的安定した時系列として求められる．
（iiHi）の手法で洪水到達時問を定め，合理式における流出係数と同様の性質を持つ到達時問
　流出率を時系列で求めると，到達時問流出率は連続雨量に強く影響されること，連続して
　いる降雨の累加雨量と到達時問流出率の問に一定の相関関係が求められた．さらに，流域
　面積・地形・地質の異なる浜田ダム流域，周布川ダム流域において求められた累加雨量と
　到達時間流出率の相関関係は互いにほぼ一致した．
（1ii〕ii〕で得られた累加雨量と到達時問流出率の相関関係は例えば（3）式のような函数で近似で
　きること。また，13〕式は複雑な函数なので，手言十算で簡易に流量計算するには（4〕式の折れ
　線近似を用いれば良いことも分った．
　以上のように豪雨時の洪水流出の変化が少し明らかになった．今後，他の流域や幾つもの
洪水においても同様なfTと累加雨量の相関関係が得られるのか？到達時問流出率の上限値
は他の地域でどのような値になるか？降雨が一旦降り止んだ後の豪雨に対して，到達時間流
出率はどのように変動するのか等について，さらに詳細な解析を行う予定である．
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